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小児甲状腺被ばく調査に関する経緯について 

 
平成 24 年 9 月 13 日 

原子力安全委員会事務局 

 
平成 23 年 3 月 23 日以降に小児甲状腺被ばく調査に関して原子力安全委員会

が関与を行った際の経緯は以下の通りである。 
 

（平成 23 年 3 月 23 日） 

 3 月 23 日に「被ばく線量評価に伴うモニタリング強化について」（添付資料

１ ２／７～７／７ページ）の助言を原子力安全委員会緊急技術助言組織

（以下「助言組織」という。）から原子力災害対策本部（以下「ERC」という。）、

原子力災害現地対策本部（以下「OFC」という。）及び文部科学省原子力災害

対策支援本部（以下「EOC」という。）へ発信し、屋内退避区域あるいは SPEEDI

で甲状腺の等価線量が高いと評価された地域の小児の甲状腺線量の実測を

依頼した。小児甲状腺サーベイのスクリーニングレベルは一歳児の甲状腺等

価線量１００ｍＳｖに相当する 2μSv/h＊１とし、サーベイメータの指示値か

らバックグラウンドを除いた正味値がこれを超える場合は専門機関等に問

い合わせること、とした。 
 

（平成 23 年 3 月 24 日） 

 EOC から原子力安全委員会（以下「原安委」という。）宛てに、川俣町にお

いて実施された小児甲状腺モニタリングの調査結果が送付された。（添付資

料２ ２／５ページ）結果について対象者数などは公表したが、「被ばく線

量は、いずれもバックグラウンドと区別がつかず、検出されていない」とし

た。 

 

（平成 23 年 3 月 25 日） 

 OFC から原安委宛てに、川俣町保健センター及び山木屋出張所において実施

された小児甲状腺モニタリングの調査結果（添付資料３ ２／５ページ）が

送付され、プレス発表された。結果については、「乳幼児（１～６歳）１４

名を含む小児６６名の被ばく線量については、いずれもバックグラウンドと

大差はなく、原子力安全委員会の考え方に照らしても問題となるレベルでは

ない。」とあった。 

 

 3 月 25 日に「被ばく線量評価に伴うモニタリング強化について」（添付資料

＊１：スクリーニングレベルは平成 23 年 3 月 25 日に変更した。 
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４）の助言を ERC、OFC、EOC 及び放射線医学総合研究所（以下「放医研」と

いう。）へ発信し、原安委から ERC 本部事務局に小児甲状腺サーベイのスク

リーニングレベルを 0.2μSv/h として測定するよう依頼した。（添付資料４ 

４／４ページ） 

 

 原安委は緊急事態応急対策調査委員（以下「調査委員」という。）から甲状

腺等価線量評価のための参考資料（添付資料５ １／２ページ）及び甲状腺

線量簡易測定法に係る根拠書（添付資料５ ２／２ページ）が提供され、小

児甲状腺被ばく調査におけるスクリーニングレベル 0.2μSv/h が一歳児の

甲状腺等価線量１００ｍＳｖに相当することが示された。 

 

（平成 23 年 3 月 26 日） 

 OFC から原安委宛てに「小児甲状腺被ばくの調査計画（案）」（添付資料６ 

１／１ページ）が送付され、3 月 26 日、27 日にいわき市において実施予定

の小児甲状腺モニタリングの調査計画が示された。 

 

（平成 23 年 3 月 27 日） 

 OFC から原安委宛てに『「内部被ばく臓器（小児甲状腺）等価線量の予測値

が相対的に高い地域における実態調査の充実の必要性について」（福島県災

害対策本部原子力班）」への回答（案）について』（添付資料７ １／３～３

／３ページ）が送付された。 

 

（平成 23 年 3 月 28 日） 

 原安委から ERC 宛てに「被ばく線量評価に伴うモニタリング強化について：

追加説明」（添付資料８ １／１ページ）の助言を発信し、3 月 25 日のス

クリーニングレベル変更を説明。（スクリーニングレベル変更： 2μSv/h → 

0.2μSv/h） 

 

 OFC から原安委宛てに、いわき市において実施された小児甲状腺モニタリン

グの調査結果案（添付資料９ １／４ページ）が送付され、結果については

「137 名の被ばく線量については、いずれも有意な汚染は無く、甲状腺にお

ける放射性ヨウ素の増加は認められない。」とあった。 

 

 OFC から原安委宛てに、いわき市において実施された小児甲状腺モニタリン

グの調査結果のプレス発表（第 2報）の最終案（添付資料１０ ２／４ペー

ジ）が送付され、結果については「137 名の被ばく線量については、甲状腺
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における原子力安全委員会が示しているスクリーニングレベルを越える放

射性ヨウ素の増加は認められない。」とあった。 

 

 原安委は EOC から、放医研による「福島県における小児甲状腺被ばくの調査

結果についての解析結果」（添付資料１１ ２／２ページ）を受領。2名の

線量値が記述。 

 

 OFC から、いわき市において実施された小児甲状腺モニタリングの調査結果

（添付資料１２ １／４～４／４ページ）がプレス発表（第 2報）され、対

象者数などは公表されたが、結果については「137 名の被ばく線量について

は、甲状腺における原子力安全委員会が示しているスクリーニングレベルを

越える者は認められない。」とされた。 

 

 OFC から原安委宛てに、3月 28 日に川俣町で実施された小児甲状腺モニタリ

ングの調査結果（添付資料１３ １／５～５／５ページ）が送付された。 

 

（平成 23 年 3 月 29 日） 

 原安委は、「小児甲状腺の測定結果について Q&A」（添付資料１４ １／１ペ

ージ）を局幹部の手持ち文書として作成した。 

 

 ERC より、原安委に対して、小児甲状腺被ばくの調査に関して、『追跡調査

などの措置を講ずる必要もないものと考えられますが、貴委員会より助言を

伺いたく照会します。』との照会があった。（添付資料１５ ２／２ページ） 

 

（平成 23 年 3 月 30 日） 

 原安委事務局の安全調査副管理官が放医研の緊急被ばく医療センター長に

対し 3 月 29 日時点で 3 名の小児について、放医研で甲状腺モニターによる

精密測定ができるかどうか電話で問い合わせたところ、本人と家族がバス等

で放医研まで来ることができれば測定可能との返事を得た。ところが、同安

全調査副管理官が OFC の原安委リエゾンを通じて、OFC 医療班に対して、放

医研における精密測定の可能性を打診してもらったところ、「本人家族に多

大な不安を与える」との理由で、甲状腺モニターによる再測定を強硬に否定

された。 

 

 原安委における本件の担当者が、原安委事務局内にて『甲状腺モニターによ

り測定することをお勧めします』とした技術的助言の案文を作成した（未発
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出）。同案文の内容について、当該担当者より原子力災害現地対策本部に対

して、電話にて連絡していた。（添付資料１６ １／１ページ） 

 

（平成 23 年 3 月 31 日） 

 ERC より原安委へ「小児甲状腺被ばく線量調査に関するＱ＆Ａ（案）」の意

見照会があった。（添付資料１７ １／１ページ） 

 

 原安委より ERC に対して「小児甲状腺被ばく線量調査に関する Q＆A 」につ

いて、回答した。（添付資料１８ ２／２ページ） 

 

 ERCより原安委へ「福島県における小児甲状腺被ばくの調査結果について（第

3報）（案）」の意見照会があった。（添付資料１９ １／４ページ） 

 

（平成 23 年 4 月 1 日） 

 3 時 40 分に ERC より原安委に対して「官房長官レク資料 福島県における

小児甲状腺被ばくの調査結果について」との件名にて意見照会があった。 

この意見照会の資料においては、『原子力安全委員会より、甲状腺モニター

を用いた追跡調査の必要性について問題提起がなされたものの』とされた上

で、 

『・甲状腺モニターは相当の重量物（約 230kg）であり、その移動が困難で

あること。 

・甲状腺モニターを移動できるとしても、それによる精度の高い測定を

行う適地（放射線のバックグラウンドが低い）を現地において見つける

ことが難しく、当該児童に遠距離の移動を強いることとなる可能性が高

いこと。 

・このような追跡調査を行うことが、本人家族及び地域社会に多大な不

安を与えるおそれがあること。 

との理由から、追跡調査は実施しないこととなった。』 

とされていた。（添付資料２０ ２／３ページ） 

 

 9 時 6 分に ERC より原安委に対して甲状腺モニターの重量について 230kg 

から 1ｔと修正された「官房長官レク資料 福島県における小児甲状腺被ば

くの調査結果について」が送付された。（添付資料２１ ２／２ページ） 

 

 10 時 10 分に原安委より ERC に対して回答を発出。 

回答においては、『しかしながら（中略）追跡調査を実施する必要はないと
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考えられる。』とした部分の文章を削除し、 

『しかしながら、現在、3 月 28 日から 30 日にかけて実施した川俣町、飯

舘村の調査結果も含めた小児の甲状腺等価線量の評価を行っており、その評

価結果を待って、総合的に判断することが必要と考える。』 

と修正すべきとした。（添付資料２２ １／２、２／２ページ） 

 

 11 時 4 分に ERC より原安委に対して『このような追跡調査を行うことが、

本人家族及び地域社会に多大な不安・言われなき差別を与えるおそれがある

こと。』、『追跡調査を実施しなくても問題はないと考えられる（（独）放

射線医学総合研究所の米倉理事長他の見解）。』等の記述について修正され

た「福島県における小児甲状腺被ばくの調査結果について」が送付された。

（添付資料２３ １／１ページ） 

 

 22 時 40 分に ERC より原安委に対して、原安委から 4 月 1 日 10 時 10 分

に送付した回答に対する EOC からの修正意見が送付された。（添付資料２４ 

１／１ページ） 

 

 原安委医療班より ERC 医療班に対して「福島県における小児甲状腺被ばくの

調査結果について（第 3 報）（案）」を送付した。（添付資料２５ １／２ペ

ージ） 

 

 原安委医療班より ERC 医療班に対して「福島県における小児甲状腺被ばくの

調査結果の解析について（ERC 医療班宛依頼）」（添付資料２６ ２／２ペ

ージ）を送付し EOC を通して放医研に小児甲状腺被ばくの調査結果の解析を

依頼し、結果は ERC から報告するよう依頼した。 

 

 原安委医療班より ERC 医療班に対して「福島県における小児甲状腺被ばくの

調査結果の解析について（ERC 医療班宛依頼）」（添付資料２７ １／１ペ

ージ）を送付し ERC 医療班から放医研に小児甲状腺被ばくの調査結果の解析

を依頼するようお願いした。 

 

（平成 23 年 4 月 2 日） 

 OFC から、川俣町及び飯舘村において実施された小児甲状腺モニタリングの

調査結果（添付資料２８ １／４～４／４ページ）がプレス発表（第 3 報）

され、結果については「測定対象者全員(946 名)の被ばく線量については、

甲状腺における原子力安全委員会が示しているスクリーニングレベルを超
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える者は認められない。」とされた。 

 

（平成 23 年 4 月 3 日） 

 13 時 25 分に、ERC 原子力被災者生活支援チーム医療班（以下、「支援チー

ム医療班」という。）より原安委に対して、『追加的調査を実施しなければ

ならないのでないかとの指摘を受ける可能性がある。本件について指摘を受

けた場合、対外的に説明する際には（中略）追跡調査を実施しなくとも問題

はないと考えられる。」と回答することとしたいが問題無いか。』との意見

照会があった。（添付資料２９ １／１ページ） 

 

 14 時 36 分に、支援チーム医療班より原安委に対して、「問」と「答」の

形式に修正された 13 時 25 分と同様の意見照会があった。（添付資料３０ 

１／１ページ） 

 

 18 時 39 分に、原子力安全委員会より、原子力災害対策本部に対して、回

答を発出。回答においては、『直ちに追跡調査を実施する必要はないが、福

島第一原子力発電所の今後の状況を見つつ、最終的な追跡調査の実施の有無

について判断することが望ましい。』とした。（添付資料３１ ２／４ペー

ジ） 

 

（平成 23 年 4 月 7 日） 

 原安委は調査委員から小児甲状腺被ばく調査におけるスクリーニングレベ

ル 0.2μSv/h と甲状腺等価線量１００ｍＳｖとの関係について参考資料の

提供を受けた。（添付資料３２ １／１ページ） 

 

（平成 23 年 5 月 12 日） 

 第 31 回原子力安全委員会臨時会議が開催され、「福島県における小児甲状腺

被ばく調査結果について」、調査結果は 1,080 人の小児についてスクリーニ

ングレベル 0.2μSv/h を超えるものはなかったことを報告。

（http://www.nsc.go.jp/anzen/shidai/genan2011/genan031/siryo4-3.pdf） 

 

（平成 23 年 5 月 18 日） 

 原安委のホームページ（以下「原安委 HP」という。）に助言一覧として 3月

29 日の｢小児甲状腺の測定結果について Q&A｣（添付資料１３）が掲載された。 

 本資料には、特定の受検者に係る測定結果及び個人を特定できる可能性

がある情報（住所の一部と年齢）が記載されていた。 
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（平成 23 年 5 月 31 日） 

 政府・東京電力統合対策室合同記者会見（以下「統合会見」という。）にて

記者より、小児甲状腺のスクリーニングについて数値が本人に知らされてい

ない件が質問され、原安委事務局の審議官は保護者に測定結果を伝えるべき

との見解を示し、OFC に伝えることとした＊２。 

（＊２：下記 URL の統合会見の議事録において 9～10 ページを参照） 

（http://www.cas.go.jp/jp/genpatsujiko/pdf/godokaiken_110531.pdf） 

 

（平成 23 年 7 月 4 日） 

 統合会見にて記者より、小児甲状腺の線量調査で最も高い値について質問。

原安委事務局の審議官は、スクリーニング時の測定値の全体像として、最大

値 0.1μSv/h、正味値 0.00 は全体 1,080 人の約 55％であり、正味値 0.01μ

Sv/h は約 26％、0.04μSv/h 以下が 99％であったことを回答＊３。（「小児甲状

腺スクリーニング受検者の半分以上が被ばく」と新聞報道された。） 

（＊３：下記 URL の統合会見の議事録において 18 ページを参照） 

（http://www.cas.go.jp/jp/genpatsujiko/pdf/godokaiken_110704.pdf） 

 

（平成 23 年 7 月 28 日） 

 原安委医療班は、原安委 HP の「原子力安全委員会において 3月 11 日以降に

行った助言の活動について」の中の、3 月 29 日付け助言の「小児甲状腺の

測定結果について Q&A」（添付資料１３）に、小児甲状腺スクリーニングで

特定の受検者に係る測定結果及び個人を特定できる可能性がある情報（住所

の一部と年齢）が記載されていたことを確認。 

 

（平成 23 年 7 月 29 日） 

 原安委事務局は、支援チーム医療班に経緯を報告。「小児甲状腺の測定結果

Q&A」のうち、住所の一部の部分を黒塗りして、当該助言を再掲載。 

 

（平成 23 年 8 月 1 日） 

 原安委は、当該助言を原安委 HP から削除し、同じ場所に謝罪文を載せるこ

とを決定。同日午後、原安委 HP を更改。 

 

 統合会見にて原安委事務局の審議官は、特定の受検者に係る測定結果及び個

人を特定できる可能性がある情報が原安委 HP に載っていたことについて謝

罪し、当該資料を原安委 HP から削除したことを報告＊４。ご本人とご家族に
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説明し、謝罪。 

（＊４：下記 URL の統合会見の議事録において 4～5ページを参照） 

（http://www.cas.go.jp/jp/genpatsujiko/pdf/godokaiken_110801.pdf） 

 

（平成 23 年 9 月 5 日） 

 第 67 回 原子力安全委員会定例会議において、ERC 原子力被災者生活支援チ

ームより「小児甲状腺被ばく調査結果説明会の結果について」報告を受けた。

（http://www.nsc.go.jp/anzen/shidai/genan2011/genan067/siryo1.pdf） 

 

（平成 23 年 9 月 9 日） 

 上記報告を受け、原安委より「小児甲状腺被ばく調査結果に対する評価につ

いて」を作成し、原安委 HP に掲載した。 

（http://www.nsc.go.jp/ad/pdf/hyouka.pdf） 

以上 
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被ばく線量評価に伴うモニタリング強化について(案)

平成23年3月23日

原子力安全委員会

緊急技術助言組織

現在の被ばく線量の把握、特に感受性の高い小児への健康影響をより正確に把

握するため、，屋内退避区域あるいはSPEEDIで甲状腺の等価線量が高いと評価さ

れた地域の小児の甲状腺量の実測をお願いしたい。

1.日時 3月24日以降

2.測定対象;屋内退避区域あるいはSPEEDIで甲状腺の等価線量が高いと評価 .

された地域の1--6歳児前後の小児.

3.測定方法;別添のマニュアルに記載

4.その他

( 1 ).当該地区にいる 1"'6歳児の所在地に関する情報については、県の協力を
-求めること

(2 )小児の実現jに際しては、家旗等に過度な心配をもたらさないよう留意し

た説明を行うこと

(3 )本測定にはアロカ製Nalシンチレーションサーベイメータを必要とする。'
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シンチレーションサーベイメ}タによる甲状腺線量の簡易測定法

1. 概要

、、

‘ 

2011年8月23日

放射線医学総合研究所

本測定法は簡易的に甲状腺内の糊惜を調査することを国的どする

2. 測定対象

1歳児......6裁児程度

. . ，r--. 3.使用可飽な測定器

アロカ製シンチレ」ションサ}ペイメータ

型式:TCS-161， TCS-171， TCS・172に限定する

4. 測定条件

。音は出ないようにする

2)時定数を 10秒に設定する

3)指示値がμSvlhの単位で測定できるようにする

4)測定は30秒とし、 30秒後の指示健をs回読んでその平均値を記録する
5)シンチレーションサ}ペイメ}タのプロープは汚染防止用のラップかピ=

Jレ袋に包むこと。又、子供が対象であるととからその上に清浄なティッシ

ュベーパ}を巻き、恐怖感を抑える工夫をしたほうがよい

ハ 5. パックグラタンド測定

1) 測定場所のパックグラウン 'l~を甲状腺測定直前に測定し、記飲する

6. 甲状腺測定

w・ε9/lO..r，. D¥J 

1)首の周りを汚染の無い捕れタオルで拭き、

除染する。ここで、水は未開封のベット

ボトルの水を用いるとよい

2)右図を番考とじて甲状腺にプロ}プを密着・

して測定する。プローブを当てる位置は体

軸中.t" で高さは首k鎖骨の突点付近であるーーーーーーー:'，~
3) 指~1直を記録し、ノ~~クグラウンドの値を差し引き、正味値を求める

-、

pg. 1 

(，.7:.年仏仏Eふ(\G 舗は少f.ll~仰t 0O:"Cl nauε'(，/εe 



、£

. ， 

r--、

〆ヘ

添付資料 l'~/7 ページ

心E味値が1.0μSvlhの時、甲状腺残留放射能は約22瓦Bqである。とれ怯1

歳児の場合であり、年齢と共に数値は減少する。即ち、安全方向である。

5)正味値は居住地や避難経路と左もに記録に留める

6)測定値について質問があった場合、正味値が2μSvlh以下であれば、問題

となるレベルではないと答えて良い

7) 2μSvlhを超える場合、放医研問い合わせとする

813fE目、、r;，-DV ，，'C:\:(~"亡(，.(，q ω砂Qð，r;，(，!I!

， . 

以上
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被ばく線量評価に伴うモニタリング強化について(案)

-平成23年3月23日

原子力安全委員会

緊急技術助言組織

現在の被ぱく線量の把握、特に感受性の高い小児への健康影響をより正確lど把

握するため、屋内退避区域あるいはSPEEDIで甲状腺の等価線量が高いと評価さ

れた地域の小児の甲状腺量の実測をお願いしたい。

1.日時 3月24日以降

2.測定対象;屋内退避区域あるいはSPEEDIで甲状腺の等価線量が高いと評価 '

された地域の 1""6歳児前後の小児.

3.測定方法;別添のマニュアルに記載

4.その他

( 1 )，当該地区!之いる 1~6 歳児の所在地に閲す各情報については、県の協力を

求めること

(2)小児の実測に際しては、家族等に過度な心配をもたらさないよう留意し

た説明を行うこと

(3)本測定にはア口カ製Nal，.シンチレーションサーベイメータを必要とする。

， > 
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νンチレージョンサ」ペイメ.ータによる甲状腺線量の簡易測定法

、. 2011年8月23日

放射線医学総合研究所

1.概要

本測定法は簡易的に甲状腺内の搬す飽を調査することを目的とする

2. 測定対象

1歳児""-'6歳児程度

f、 3.使用可能な測定器

アロカ製シンチレ」ションサ}ベイメータ

型式:TCS-161， TCS-171， TCS・172に限定する

4. .測定条件
1)音は出ないようにする

2)時定数を 10秒に設定する

3)指示値がμSvJhの単位で測定できるようにする

4)測定拡30秒kし、 30秒後の指示値を3回読んでその平均値を記録する

的シンチレーションサ}ベイメ}タのプロープは汚染防止用のラップかピエ

ブ/レ袋に包むこと。又、子供が対象であるととからその上に清浄なティッシ

ュペーパーを巻き、恐怖感を抑える工夫をしたほうがよい

ハ、 '5. パックグラウ.ンド測定
1)測定場所のパックグラタンドを甲状腺測定直前に測定し、記録する

6. 甲状腺測定

的首の回りを汚染の無い漏れタオルで拭き、-

除染する。ここで、水は未開封のペット

ボトルの水を用いるとよい

. 2)右図を参考とじて甲状腺lとプロ}プを密着
して測定する。プロ}プを当てる位置は体

- 軸中心で高さは首と鎖骨の突点付近であるーーーーーー-~，...;
3)指示値を記録し、パックグラウンドの値を差し引き、.正味健を求める

pg:1 
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心正味値が1.Of.l..Svlhの時、甲状腺残留御地は約22kBqである。とれは・1

歳児の揚合であり、宇齢と共に数値はゆする 跡、安全方向である0
5)五味値は敵地や避臨路と比!と記録凶め与

6)測定値について質問があった齢、正糊が2).lSvlh以下であれば¥問
， となるレベルではないと答えて良い

7) 2μSv.血を超える場合、放医研問い合わせとする

3 

以上
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概観雌糊1

23~3.2'.16喝。

福島県避態地域における子どもの被ぼく飼査〈結果)・

'. " 
-. 

、 .一'

1.鯛査方法

・日時 s月24日午前
ゾ測定場所;住職障所(山木屋出張所・)11俣町保健センターの2ヶ所:....!i服地図).'• 

、屋内退避地縮 .(近傍)でSPEED'I寄与か:;甲状腺の被ぼくまが商いと判断される

¥¥ 地域〈指電抑制白首都の川俣町、・倒鮒〉から遭定;‘

f¥ ・' 二 人測定対象 ;h克〈・1""1:S強までの術者1・・
白

-.'.: :.. .. ;: . "1l 年齢層 .:. .1: .JH保町 : f| 白木島 j 計 1.:' : 

、 1 l~ ，e 歳・ 1:..... '5者 1.，' . ，'3，名 ぺ ~ .: ..: 8'名 J |，:，. ，. 

J j 7歳や15歳 1.. .":.4名 、 '1. ' ，3，3名 1 s 7名 I .' 
:・具体的方法!::-.

:. ' Ì/，ンチI>.-v.ヨンザ』ベイメ』ターを用いた甲状1患を中I~とじた線量測定 .. .. . \J

• ". (醇綿は原子力安全書員会からの助宵方法t;従.う.):十.

'. ". . 2， :測定結栗

披l;t.<制止い守れもパックグラウシ陀闘がつかずJ検出され;ていない
¥ 現在、放医研においてデータの鮮締な解析中J

f ¥ '" ..な払ヨク葉剤ゐ服用実績は全員なじ
-・・ . .‘ • . 
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|報道関係者各位|

福島県における小児甲状腺被ぱくの説査結果についてム

!平成23年 3月25日

原子力災害現地対策本部

このたび屋内退避地域近傍のニ箇所において、小児に対する甲状腺め検査を下記の

とおり実施しましたのでお知らせします。

記
• • • • 

・

1 期日・

2 場所

平成23年3月24日(木)

川俣町保健センター(福島第一原事力発電所から40"，，:，50.km圏)、

川俣町山木屋出強所(福島第ー原子力発電所から30.....40km圏)

別添のとおり.3 結-果

• • • • • •. • • 
，
 ， 

・ ・ . . . 

|本件に関する問い合わせ先!

原子力災害現地対策本部(広報班}
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23.3.25 

.福島県における小児甲状腺被ぱくの調査結果について

1. 調査方法

日時 3月24日(木)

測定場所:山木屋出張所・川俣町保健センターの 2 ケ所(図~ ) 

原子力安全委員会が実施した SPEEDI(注1)1こよる試算において甲状腺の被!まく

線量が比較的高いどされた地域(図2)から選定した。

測定対象:小児 (1"'"1 5歳までの66盆)

年齢層 |川俣町(注2.) I .山木屋
1......6歳

7歳""15歳

具体的方法:

9名

9名

5名.

43名、

計

.1 4名

52名

シンチレーシヨンサーベイメーターを用いた甲状腺を中心とした線量測定

(詳細は原子力安全委員会からの助言方法に従う)

2_ 測定結果

J 乳幼児けん6歳)'1 4名守合む小児66名の被iまく緑豊はついては、いずれも

パックグラウンド左大塾iまな〈、原手力安全量員会の考え方.(注3)に照らしで

も問題となるレベルではないa

なお、ヨウ素剤の服用実績は全員なしム
.・. 一・ . .一 • •• • • 

• 

-注1)緊急時迅速放射能影響予測ネ.ツ卜ワークジステム。原子力施設から式量の放射性物

質が放出されたり、あるいは、その恐れがあるという緊急時に、周辺環境における放射

性物質の大気中農度や被ぽ〈線量などを、抜出j原情報、気象条件及び地形データをもと

に迅速に予測する。

注2)川俣町保健センターの調査対象には、飯館村‘浪江町、南相馬市の住民が含まれるB

注3)正味値が1時間当たり 2マイクロシーベルト以下であれば問題となるレベルではな

いとされる。

• 



2011年8月11日(本:)11: 39 

、

. 

P.005 

|添付資料3 3/5ページ|

図1:今回甲状臓の線量測定を行ったこ地点、
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図2. S戸巨匠DIによる小児甲状腺の等価線量;福島第一原子力発電所の事故誕生

後、連続して一日中屋外で過ごすという保守的な条件を仮定じて計算した甲状

腺の被rf<線畳分布;最も外flljの線が100mSvの被l手〈線量的範閣を訴す
(http://w州 .nsc.gojp/rnfo/1i 0 323_toPsiryo.pdf) . 

-、. 
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図3.測定を行った川俣町保健センター〈よ)及び線量測定の様子〔下).
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被ぱく線量評価に伴うモニタリング強化について

平成23年3月25日16: 10 

原子力安全委員会

緊急技術助言組織

現在の被ばく線量の把握、特に感受性の高い小児への健康影響をより正確に

把握するため、屋内退避区域あるいはSPEEDIで甲状腺の等価線量が高いと評価
された地域の小児の甲状腺線量の実測をお願いいたします。

1 .日時:3月初日以降

2.測定対象:屋内退避区域あるいはSPEEDIで甲状腺の等価線量が高いと評価
された地域の 1'" 1 5歳児

3.測定方法:別添のマニュアルに記載

4.その他:

( 1 )当該地域にいる 1'" 1 5歳児の所在地に関する情報については、県の

協力を求めること

( 2)小児の実測に際しては、家族等に過度な心配をもたらさないよう留意

した説明を行うこと。

(3 )本測定にはア口力製Nalシンチレーションサーベイメータを必要とする

(4)本測定は、バックグラウンドが0.2μSv/h以下の場所で行うこと

以上
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シンチレーションサーベイメータによる甲状腺線量の簡易測定法

(改訂版)

2011年 3月25日

1. 概要

本測定法は簡易的に甲状腺内の放射能を調査することを目的とする。

2. 測定対象

1歳児--15歳児程度

3.使用可能な測定器

アロカ製シンチレーションサーベイメータ

型式:TC8・161，TC8・171，Tむ8-172に限定する。

4. 測定条件

1)音は出ないようにする。

2)時定数を 10秒に設定する。

3)指示値がμ8vlhの単位で測定できるようにする一

4)測定は 30秒とし、 30秒後の指示値を 3回読んでその平均値を記録する。

5)シンチレーションサーベイメータのプローブは汚染防止用のラップかビニ

ル袋に包むとと。又、子供が対象であることからその上に清浄なティッシ

ユペーパーを巻き、恐怖感を抑える工夫をしたほうがよい。

5. バックグラウンド測定

1)測定場所のパックグラウンドを甲状腺測定直前に測定し、記録する。

6. 甲状腺測定

1)首の回りを汚染の無い濡れタオルで拭き、

除染する。ことで、水は未開封のペット

ボトルの水を用いるとよい。

2)右図を参考として甲状腺にプローブを密着

して測定する。プローブを当てる位置は体

軸中心で高さは首と鎖骨の交点付近である。 ー ...-，.-ふ

3)指示値を記録し、パックグラウンドの値を差し引き、正味値を求めるー
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4)正味値が1.0μSvlhの時、甲状腺残留放射能は約22kBqである。これは1

歳児の場合であり、年齢と共に数値は減少する。

5)正味値は居住地や避難経路とともに記録に留める。

6)測定値について質問があった場合、正味値が0.2μSvlh以下であれば、問

題となるレベルではないと答えて良い。

7)バックグラウンドが0.2μSvlhを超える場合、有意な測定は困難である。

8) 1歳児以下で0.2μSvlhを超える場合、放医研問い合わせとする。

問い合わせ先は放医研対策本部(電話-・E ・-I とする。

以上



甲状腺等価線量評価のための参考資料
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2011年 3月 25日

放射線医学総合研究所

0.2μSvlhに相当する年齢ごとの等価線量は下記のとおりである。

安定ヨウ素剤の摂取基準は 1歳児で甲状腺等価線量が 100mSvを超える場

合となっているが、簡易的なサーベイメータでの評価であることから 0.2μ

Svlhを指標とした。

0.2μSv/hのサー 12日間吸入慢取

年齢
ベイメータ し、 13日目lこ計測 左記条件での
正味指示値に相当 Ltこ 甲状腺等価線量
する甲状腺放射能 預託実効線量

1歳児(1から3歳未満) H:OOBq 5.4mSv 108mSv 
5歳児(3から8歳未満) 4690Bq 3.2mSv 64mSv 
成人(18歳以上) 6030Bq O.8mSv 16mSv 

以上



アロカ製シンチレーションサーベイメータによる

甲状腺線量簡易測定法に係る根拠書

“The Journal of Nuclear Medicine 

27N Vo1.37 NO.12 Dec. 1996"にJ処

れば、 1i/:~~IGの 1 1'状 JM f'ì III; は 2.5g で

ある。そこで、);(郁科学生:!ネックフ

アシトム(リu) I人l の 1 1'状 JJ自作総 ì~l~

に 2.5ccの 1:1:1Baを人れ、 1ßJ:~ 児 )11

'1'状11以ファントムとした。ここで、

l:l:IBaを)11いたJII!.IIIは 1:111の平均r

仰エネルギーが 375keV、 1:I:¥Baの

、1:;:均 γ総エネルギーが361keVであ

ることにJ処る。

|添付資料5 2/2ページ|

続いて、 lliJファントムにアロ力製シンチレーションサーベイメータ (TCS・171)

のプ口一フ♂ ;'11~を術着し、指ぷ催i を lifl; んだ。
/言ツケグラウンド補正後のシンチレーショシサーベイメータ必み自i~I と 1 1'状 11拠出
版射能のl!!j!係を実測すると、 1{[ Sv/hはがJ22kBqに相吋することが確認された。

尚、 1):比児について、 121.111l!の似性H.{ll記(1役人)を札!定し、 131111に'1qkll札11・
測を行ったと似叱したj劫介、 22kBqの'11状11京j"i!;政射能はH11it'jj効総1，1;として

28mSvと，JI'算される。

J;J，、卜
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小児甲状腺被!まくの調査計画(案)

平成23年3月25日

原子力災害現地対策本部医療班

福島第 1原子力発電所から3Okm圏外でSPEEDIの推計により被lまく線量10

OmSv以上の可能性があると評価されたエリアについて被ぱく状況を把握すること

により‘今後の避難指示やヨウ素剤西日布等の参考とする。

，r--. 2.調査計画

日程:3月24日以降、数日聞をかけて実施予定

場所:

いわき市北東部 3月初日候補地のいわき市保健所の適性調査

3 fj 27日割査実施

(参考)

川俣町東部 3月24日2か所にて実施済み

、 66人を翻査し異常なし

飯館村南部 住民はほぼ避難している状況であり、適地があるか検討

南相馬市の一部 住民が自主避難しており、適地があるか検討

3.測定手法

( 原子力安全委員会緊急助言組織の指定する方法(見IJ紙)により実施。

4.結果の取り扱い

調査結果は、実施自のうちにとりまとめ、原子力安全委員会に報告するとともに、

現地対策本部にて公表予定。

F~ り
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原子力安全委員会助言委員会 ← OFC医療班

f内部被ばく臓器(小児甲状腺)等価線量の予測値が相対的に高い地域における実態調査

の充実、の必要性についてJ(福島県災害対策本部原子力濫)への回答(案)について

添付の通り回答したいと思いますので、コメントがございましたら本日 16時まで止お願

/ いいたします。

〆

/ヘ
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平成23年3月27日

OFC医療班

「内部被ばく臓器(小児甲状腺)等価総量の予測値が相対的に高い地域における実態調査

の充実の必要性についてJ(福島県災害対策本部原子力斑〉への回答(案)

rl 小児の甲状腺線量の実態調査(1)川俣町における調査結果の正確性んの疑問Jに
ついて

.専門家のご意見を踏まえ、線量が低い場所での測定をこころがけます。また、ホーノレボ

ディ.カクンタについてはその利用の可能性等について検討b、たします。

r 1 小児の甲状腺組量の実錨調査 (2)調査の充実性の必要性』について
専門家のご意見を踏まえ、.測定場所・測定方法などを含めて実態調査の充実を図るよう

つとめます。

以上
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内部被ばく臓器(小児甲状腺)等価線量の予測値が

相対的に高い地域における実態調査の充実の必要性について

、

1 小児の甲状腺線量の実態観査

(1)川俣町における調査結果の正確性への疑問

23. 3.・26 12:00 

福島県災害対策本部原子力班

3月25日に保安院が公表した資料によると、川俣町内2カ所で66名の小児を対象に甲

状燥の線量測定を実施した結果、原子力安全委員会の考え方に照らLて問題となるレ

ベルでなかったとのことである。

しかし、専門家からは、組量が高い場所での測定に疑問が出ており、線量が十分低

い場所での正確な測定が必要との助嘗がある。また、測定方法についても、簡易法の

みならず、医療機関におけるホ~)レボディーカウンタを用いた測定の検討が必要との

助言がある。

(2)調査の充実の必要性

県民の安心を確保する観点から専門家の意見を踏重え、測定場所・測定方法等を貝z

直すなど実態調査の充実-を図られたい。

E 予測値が相対的に高い地域における放射性ヨウ素濃度の緊急時モニタリング

(1)モニタリング地点の設定への疑問

現在、 OFCが実庖しているモニタリング地点は、県北、県中、相双の各所に設定

されている。

じか・し、"専門家.がらは、川俣町、飯舘村などSPEEDIによる予測値が相対的に

高い地域iとおいても、至急、モニタリング地点を設定し、測定すパきとの助言がある.

(2)モニタリング地点拡大の必要性

県民の安心を確保する観点から専門家の意見を踏まえ、屋外のみならず屋内も含め、

モニタリング地点を拡大されたい。

!9，' ~ ~ 
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被ばく線量評価に伴うモニタリング強化について:追加説明

平成23年 3月27日

原子力安全委員会

医療班

3月23日および25日に緊急技術助言組織より助言しました標記の件につい

て、以下の通り追加説明いたします。

( 1 )問題となる測定値レベルが、 3月23日の助言では正味2μSv/hであ'った

のが、 25日の助言では正味0.2μSv/hに変更した理由。

.2μSv/hは、実効線量で計算した場合であり、一歳児における甲状腺等価線量

が100mSvの場合は、正味0.2μSv/hになるため。

(2) 25日の助言において、バックグラウンドが0.2μSv/h以下の場所で測定

を行うように追記した理由。

-問題となる測定値レベルを正味0.2μSv/hとした場合、パックグラウンドが

0.2μSv/h以下でなければ、測定誤差の問題から統計的に有意な測定値を得

f ることが困難なため。

以上
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.福島県における小児甲状腺被ぱくの調査結果について(案)

1. 飼査方法

・日時:• 3月26日(土).....3月27日(日)

測定場所:いわき市保健所(園1)

屋内退避地域近傍で SP圧DI(注.けから甲状腺の被ばく量が高いと推測される

地域(福島第一原子力発電所から南西部のいわき市) (園2)を選定した。

測定対象:小児 (0-14歳までの工3-7主)

年齢層 SPEEDI における 20km圏肉の住所

10伽!sv予測圏内

3月26臼 7名、 2名

3月27日 16名 6名

(区分は記載された住所をもとにOFGにて推定)

ホうち3名は記載不備により年齢不明小児

具体的方法:

SPEEDI における 計

100mSv予測圏外

40名瀬 -49名

:66名 86名

シンチレーションサーベイメーターを用いた甲状腺を中心とした線量測定

原子力安全委員会からの助言方法に従い、パックグラウンドが0_2μSv!h以下

の場所で実施

。 2. 測定結果.

137名の被1まく線量についてIt，いずれも有意な汚染!ま無く、甲状臓における

放射性ヨウ素の増加は認められない。

3. 今後の取り組みについて

以前実施した川俣町での小児甲状腺被ぱくの調査に関して、原子力安全賓員会の助

言による方法に従い、規模を拡大して実施する予定。

j主1)緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム。原子力施設から大量の放射性物

貨が肱曲されたり、あるいは、その恐れがあるという緊急時に、周辺環境における放射

性物質の大気中農度や被ぱく線量などを、放出源情報J飢象条件及び地形データをもと
.に迅速に予測する。

九
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一図1.今回甲状腺の線量測定を行った地点.
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図2. SPEEDIによる小児甲状腺の等価線量;福島第一原子力発電所の事故発生

後、連続して{日中屋外で過ごすという保守的な条件を仮定して計算した甲状

，腺の被ぱく線量分布;最も外側の線が 10DmSvの被Iまく線量の範囲を示す

(http://www~nsc.gojp/info/.ll o 323_to札5I叩o.pd丹.
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川俣町でのIJ州:跡調悲 (2回目)の実施について(酢モ)

(川俣町との打合せ)

目時:3舟27E午後、 ¥ 

場所:川俣町保健センター内の災害対策本部

当方:広島大原安委事務局側、 OFC.

先方自由町長、圃圃圃園教育長、・E健センタ}長ほか
概要:

-中央公民館の線量測定(→実施可能そうな場所を碑認)

.~甲状腺被ぼく調査の実施計画につき説明
・生駒氏より測定方法の変更につき税明

・欄査の実施方法、広報の方法等につき意見交換

(計画案)

日時:平成23年3月28日(月)---30日(水)(予定)

場所:川俣町保健センター横の中央公民館内の線量が低い場所

人員:核物理チーム・名、広島大・・・・・・・・ほか

実施方法:原子力安全委員会のマエュアノレにより実施。

対応:

・町によりアナウンスをして、希望者に対して調査を実施p (サンプル調査1

-町内での2回闘の実施ということで、前回 (24日)実施した方も歓迎するとしてアナウシス。.

'前回の悶査につき、不正確であったなどとは言わない，

e時期は複数の回数とし、希望者が参加できるよう配慮。

e山木島は遠方のため、保健センターに自力で来させることは難しい。→山木屋等の遠方については、l希望

者には町がスクールパスを出す。

f 、 ・対象者は、幼児から小学生低学年までと華窓とする。

-アナウンスは、低学年父凡への資料毘付、広報車によるアナウンス、明日朝に自主参加の卒園式(保育園?

幼稚園?)があるので、そこで資料鹿付、この際、スクリ}ニング用紙はあらかじめ記入していただs-。

・保育園のパスで会場に移送するととも.との場合、保育士同伴となる巴

・上記以外でも、対象年齢の人が来た場合は、その場で受付ける。

懸案:

，大挙して押し寄せた場合、対応可能か。どれくらいの人数、台数を送り込むべきか。

.測定エDアの BGが渇くならないよう管理できるか。 ，

・もし、高い測定結果が出た場合、測定対象者にほどりように説明するか。

・結果の扱いと公表のタイミング (25日の公表は説明がなかった→町にも事前説明を)
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福島県における小児甲状腺被ぱくの調査結果について(第2報)(最終案)

平成23年 g月28日

原子力災害現地対策本部

このたび、 SPEEDlを活用して累積線量が多いと予測された屋内退避地域にお

ける小児に対する甲状腺の検査について、下記のとおり追加実施しましたのでお知ら

せします。

".期日

2 場所

3 結果

言己

平成2.3年3月26日(土)-3月27日(目)

いわき市保健所(福島第一原子力発電所から 30km歯外)

別添のとおり

|本件に関する問い合わせ先|

原子力災害現地対策本部(広報班)
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福島県における小児甲状腺被ぽ〈の調査結果について(第2報)

1 . 調査方法

日時 3月26日(土).....3月27，目(自)

測定場所:いわき市保健所(福島第ー原子力発電所から 30km圏外) (医11)

屋内退避地域近傍で SPEEDI(注)から小児甲状腺の被ぱく量が高いと推測され

る地域(福島第一原子力発電所から南西部のいわき市)(図2)を選定した。

. ;JlIJ定対象:小児 (0......14歳までのユ 37~) 

区分 SPEEDI Iこおける 20km圏内の住所 SPEEOI にお白lする 言十

10(}mSv予測圏内 10匂nSv予測圏外

3月26目 7名 2名 40名 49名

3月27B. 16名 6名 66名・ . 88名

2. 

(区分!左記載された住所をもとにOFOにて推定)

具体的方法;

シンチレーションザーペイメーターを用いた簡易的な甲状臓を中心とした線

，量測定

原子力安全委員会からの助言方法に従い、パックグラウンドが0.2μSv/h以下 I

の場所で実施

湖定結果

137名の披Iまく線量については、甲状臓における原子力安全委員会が示してい

るスクリー=ングレベルを越える放射性ヨウ棄の増加は認められないー

3. 今後の取り組みについて

3月24日に実施した川俣町での小児甲状腺被ぱくの調査に関しては、原子力安全

委員会の助言方法に従L¥精度を上11'、規模を拡大して追加実施中。

j主)S P E ED.I (緊急時迅速敢射能影響予測ネットワークシステム)。原子力施設から大

量の放射性物質が放出されたり、あるいは、その恐れがあるという緊急時に、周辺環境

における放射性物質の大気中濃度や被iまく累積線量などを、測定情報、風向きなどの気

象情報、地形データ等をもとに迅速に猷算・予測するシステム。
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国 1.今回甲状腺の線量測定を行った地点.
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図2. SPEEDIによる小児甲状腺の等価線量;福島第一原子力発電所の事故発生

後、連続して一日中屋外で過ごすという保守的な条件を仮定して計算した甲状

腺の披ぽ〈線畳分布:最も外側の線が100mSvの被lまく線量の範囲を示す

(hはp:1/www.nsc.goJp/info/ll0323wtoP.sIryo.pdf) • 
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.梅島県における小児甲状脇被ぼくの調査結果!についての

・ 2011年3 月 ~8.' 目、.
-放射穂医学総合研究所 . 

3 月 26. 目、 27.~1といわ舎前保健所惇おいて実極された小児 ω裁から 14'・歳までの
137名〉・の間躍結果について、.解者?を行。たaその結果、 126名については検出限界
以下であっ払 Btiの密動指から見て統計的に有意紙と判断されたのは 11，名で・あ.りJ-a
・・との中からE除僚が大きかった2名についでち予測'される甲状腺等価鴻盆"を挽定し
た。推定された甲状腺婚価総量臥 35がγと 37mS~であっ民
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福島県における小児甲状腺被ぱくの調査結果について(第2報)

平成23年 3月28日

原子力災害現地対策本部

f¥ '-のたび、 SPEEDIを活用して累積線量が多いと予測された屋内退避地域にお

ける小児に対する甲状腺の検査について、下記のとおり追加実施しましたのでお知ら

せします。

記

1 期日

2 場所

3 結果

平成23年3月26日(土)-3月27日(日)

いわき市保健所(福島第一原子力発電所から 30km圏外)

別添のとおり

fヘ

性医竺里三至E
原子力災害現地対策本部(広報班)
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福島県における小児甲状腺被ぱくの詞査結果について(第2報)

1. 調査方法

日時 3月26日(土)-3月27日(目)

測定場所;いわき市保健所(福島第ー原子力発電所から30km圏外)(図 1) 

屋内退避地域近傍で SPEEDI(注)から小児甲状腺の被ば〈量が高いと推測され

る地域(福島第一原子力発電所から南西部のいわき市) (図2) を選定した。

測定対象:小児 (0-15歳までのユ 37全)

区分

3月26日

SP酬における 120km圏内の住所

1∞mSv予測圏内
7名 2名

3月27日 116名 1. 6名

(区分は記鍍された住所をもとにOFCにて推定)

具体的方法:

SPEEOI における| 計

10伽lSv予測圏外

40名 I49名

66名 88名

シンチレーシヨンサーベイメーターを用いた簡易的な甲状腺を中心とした線

量測定

原子力安全委員会からの助言方法に従い、パックグラウンドが0.2μSv/h以下

の場所で実施

2. 測定結果

-137名の被1まく線量については、甲状腺における原子力安全霊員会が示してυ
るスクリーヱングレベルを競える者iま認められない。

3. 今後の取り組みについて

3月24日に実施した川俣町での小児甲状腺被ぱくの悶査に関しては、原子力安全

委員会の助言方法に従い、精度を上げ規模を拡大して追加実施中。

注)SPEEDI(緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム}。原手力施怪から大

量の放射性物質が放出されたり、あるいは、その恐れがあるとし、う緊急時に、周辺環境

における放射性物質の大気中遭度や被ぱく累積線量などを、測定情報、風向きなどの気

象情報、地形データ等をもとに迅速に試算・予測するシス予ム。
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図1今回甲状腺の線量測定を行った地点.
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国2. SPEEDIによる小児甲状腺の等価線量:福島第一原子力発電所の事故発生

一後、連続して一日中屋外で過ごすという保守的な条件を仮定して計算した甲状

腸の被lまく線量分布;最も外側の鯨が100mSvの被ぱく線量の範囲を示す

(nttp://www.nsc.gojp/info/110323_top_siryo.pdη. 
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μCづ向フエッ・ンヘ戸似.

小児甲状腺の測定結果についてQ&A

16;t?， 

平成23年 3月29日

原子力安全委員会

問.3月26目、 27日にいわき市で実施し'た小児甲状腺被ぱくの調査結果において、

有意な値が測定されたと聞くが、事実関係如何。

答.いわき市で実施した小児甲状腺被ぱくの調査結果において、パックグラン

( ド等を詳細に評価した結果、 1名が甲状腺等価線量35mSv値で‘あった。

/ヘ、

1名は、ーーーーーー居住の.歳児である。

|問伽

答.r原子力施設等の防災対策についてJ(防災指針)の安定ヨウ素剤の予防的
服用の基準値である 100mSv以下であり、安定ヨウ素剤内服の必要のないレベ

ルである。

問. IAEAで100mSvを50il1Sv変更する予定である聞くが、我が国においても変更

する予定はあるのか。

答.IAEAでは ICRP2007年勧告を受fj'，BSSの改訂を本年6月頃に予定している。

これによると 100mSvを50mSvに変更する可能性がある。

これに伴い我が固においても安定ヨウ素剤内服の基準について検討を進め

る必要があると認識している。

今回の 1名は 35mSvであり、 50mSv以下であることから、変更したとして

も安定ヨウ素剤内服の必要のないレベルである。
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福島県における小児甲状腺被ぱくの調査結果についτ(案)

平成;23年3月30目 、

原子力安全委員会

緊急技術助言組織

o 3月初日及び27日に、いわき市保健所が小児(0歳から 14歳.までの 137名l
に対し、甲状腺被ばく線量の測定を実施しました。

.0 その結果、 137名全員については、甲状腺に関して原子力安全委員会が示す
スクリーニングレベル (0.2μSv/h)を超える放射性ヨウ素の増加は認められ
ませんでbた。

O .しかしながら、甲状腺等価線量として30m討を超えた3名 (3/26

3127_>については、より正確な線量を求めるために甲状腺モニター

によリ測定することをお勧めします。

以上
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叫['1';"汁 Mめもま.7t~y レ穿孔

(別紙)

小児甲状腺被Itく線畳間査に闘するQ&A(案〕

(問)釘のためにやっているのか@

1魯)福島第l原子力発電所から30km圏外でSPEEDIの推計により被If(綿量1

。OrnSv以上の可能性があると評価されたエリアIニおいて、甲状腺売がんリ
スクの商いとされる乳幼児の甲状腺被ぱく線量肝価を行うよう官曹長官

から指示があったことを受け、原子力安全霊員会の助言を書考仁、乳幼

児を含む小児の甲状腺がどの程II被ばくしているのかを翻べるためのザ

シプル問査として摸施。

またよ本鯛査iこより被Iま〈状規を把握するこJ:f::=より、今後の避難掲示やヨウ

無剤配布俸の司齢者とするため。.

{間〉だれがやっ七いるのか。

{筈)政府現地対策本部(オフサイ卜セシ今一)医療班が、原子力安全量員会，

の助宮を事宥I::~ 福島県の協力を得て実施.

(問)大人はやる必要があるのか，

(答)上配の通り‘放射性物質の内部被ぽ〈仁よる甲状腺9告がゐリスクが高い

小児を対象1こするととマ被ばく状況を偲掘できるため一大人!こ対して聞査

を行う必要Iまない。
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小児甲状線被ばく線量調査に関するQ&A

平成23年3月31日20:00

原子力安全委員会

緊急技術助言組織

ERC医療班より確認依頼のありました、「小児甲状腺被ばく線量調査に関する

Q&AJの件について、以下の通り回答いたします。

(‘ 問1:どのような目的で、行っているのか。

--ヘ

答:福島第一原子力発電所から 30km圏外で、 SPEEDIの推計により被

ばく線量が高い可能性があると評価されたエリアにおいて、甲状腺発がんリス

クの高いとされる乳幼児を含む小児の甲状腺被ぱくの実態を調べるために実施

する。

問2:どこが行っているのか。

答:政府現地対策本部(オフサイトセンター)医療班が、原子力安全委員会の

助言を参考に、福島県に協力を得て実施している。

問3:大人については調査をする必要はあるのか。

上記の通り、放射性ヨウ素の内部被ばくによる甲状腺発がんリスクが高い小児

を対象にすることで徹ばく状況を把握できるため、大人に対しては調査を行う

必要はない。

以上
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1. 寓牽方法
・目時;3月28日【月).....3月初日〔水〕

測定場所:IIJ俣町公民館、旗舘村公民館(福島第一原子力昆電所から30.km国

一一 外M思特
屋内温避地域量舗で密EEDl(定)から小児申怯』患の検ぱく震が高いと強調され

る地域〈福島第一原子均発電所から北酉留のJII倶町、飯館村)， (聞2)を選定し.

た.

測定対棋:小児 (0-15自民までの主企阜皐)

区分 SPE白lにおける 201叩圃肉の S陀印lにおける 住所不明 計

10伽伽予測寓肉 住所 1伯憾V予翻聞外 ， 

川幌町 273名 1者 356省 1名 631名

蝦個村 236名 4名 74，名 1名 316名

(区分陰配車された住所をもとにQfCI己て推定}

緯濁定散は956名であったが、年齢飽患が不正砲なものおよび年齢範国外のもの

(川俣町6省、飯舘材3名)f左上毘寝から除いt::o

-具体的方浩:

シンチレーションサーーベイメーターを用いた簡易的な甲状臓を中心とした線量.

規定

鹿子力安全醤員会からの助言方法に従い、パックグラウンドjJ<O.2μSvlh胤干の

場所で畏極-

'2. 潤定錨果
846者の被jま〈鏑量についてIt.早按腹における原子力安全盛量金が示してい

.るスヲリーユンゲレベル型炉組元る者Iま盟められない.

調定結果の量失信、最小値はそれぞれ0.07μSvlh、-0， 02~ Sv斤1 です.

{泊o奥部憧かちパックゲラウンF値を差し51<のでマイナスr::なることもある.
(話。上包で除外した者もスクリーエングレパルを姐えるものは認められない.

注)SPEEDl (屠急時迅速放射能彰響予測ネッFワークシステム).，.J旗手カ施殴から大
量の肱射性暢買が放出された切、あるいは、その翠れがあるという緊急時に‘周浬標壊

における放射性物置の大気中混鹿や被lま〈累積線量などを、測定情報、風向きなどの.. 

a情報、地形データ等をもとに迅遣に鼠算 h予掬するシステム.
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国l.ort盟申枕闘の線量測定を行った地点.
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r 

国2. SPE印1による小児早抹臨め寄価線量:植晶相ー原亭カ鎌電所の事故発生・

畿、連続して~日中屋外で過ごすという保守的な条件を仮定して計算した甲状

腺の被!まく線量分布;愚も外備の織が1ωmSvの被ff<線量の範囲を示す
(陥恥1ft明印刷80010JT/lr栴/110323.top..s附.pdf).• 
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国a川侵町公民館セの剥定の様子
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※本頁の本文3行目及び5行目の

数字については、 r30mSvJで

福島県における小児甲状腺被ぱくの調査結果について

(案)

平成23年 4月 目

原子力災害対策本部事務局

音節怪療涯

8月26日、 27日IL、いわき市保健所において実施された小児甲状腺被ぼ

くの調査結果において‘*了E味値が大きかった1名(様)の小児の甲状腺等価線

/ー¥ 量を推定したところ、 80mSv台の値が出た.

〆戸、、

様 当初2名としていたが、そのうちのl名については、個別のパックグラウンド測定
* 値を用いて算定し置した結果、 80mSv以下であった町

当該推定結果を受け、原子力安全委員会より、甲状腺モzターを用いた追跡

調査の必要性について問題提起がなされたものの、

・甲状腺モ=ターは相当の重量物(約280kg)であり、その移動が困難であ
ること。

- 甲状腺モエターを移動できるとしても、それによる精度の商い測定を行う

適地(放射線のパックグラワンドが低い)を、現地において見つけること

が難しく、当館児童に遠距離の移動を強いることとなる可能性が高いこと 0

・このような追跡開査を行うことが、本人家族及び地域社会に多大な不安を
与えるおそれがあること。

との理由から、追跡摘査は実施しないこととなった.

しかしながら、上述の正味値は、そもそも、原子力安全委員会が示したスク

リ}エングレベルである 0.2μSvよりも低い値であり、主た、上述の甲状腺等

価線量の推定値(sOmSv台〉は、安定ヨウ索剤を投与する水準(予測線量10伽nSv)
よりも低い値であることかち、追跡調査を実施しなくても問題はないと考えら

れる。
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\〈参考資料〉摘島県における.，J，~甲状腺被ば〈 φ制輩結果にヲいての解析結果

2011 ip.3 .8，30日
原子力安全5署員会助言委員

山田裕司

g月，U.百、 27闘にいお世帯保健所において実施された小児 '(Q歳からM織までの
137名)の閉ま結果について、解析を行った111.現地の'BG測定状況を破隠したとと語、 .
謝倉場所の蜜梅宮e調定値守怯怠~験番ω着諜森高φBG測定鑑唱ある乙討- -
明したー従って、従来φ平均BG信者用いるのではなく、個別の:aG値を用いて正味
' 値を算定し.じた.前田の算定方法にて有窓と判定された 11名ピついての昨締結果
を以下の岩盤に示す... ー

l 蝕〈平均邸使用) I今関〈倒的使用〉
.甲状腺等価|正味値.一

線量mSv'IμSvlh 

~~11' ~ß 18(i) J:J1 P~~J/~~J 
3/3ペ二司 二

， 

ー"

-

-F 

，

.
 

・・
、

• 

• 

•
• 

.• 
• 

、

. " 

〆戸旬、、.・

.' 
-E、、

. . 
. 

二-一 . ..ーしては線量が低"t.応方向胞なった.駄僚を示』白
馬27百・ーはよ 43mSvから 25mSv'に下がった.3月26日め極大舗を示した圃・・
は、 '35m~元被わらず、新野価方式での最大姐となった.

以主

?、、

‘・

， ， 

. 

・
。

， • 

• • • 

E
 

-

、
• ，
 

ラ ー. . 

. 

-



2011ま4月!日(針。8:46 ・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃L一一一一ー p.001l002

. ， 

、

/ー、 .

、

， 

， . 

， 

鵬7刀流軍部圃圃園 田m羽田ti.~ 3:l1 ，~uHo~L 

M OR2380 
l添付資料21 T r2ページl二対

ー一一一“一日一恒常F

鰯燐勝機猿鑓蛾鶴穏轍強制

麟麟鱒鱒鞠輯麟鶴韓鱒鞠



20 1t~ 4~ 1日幽 08:48 
日C..7うント・医概

p， 002/002 

且※本頁の本文3行目及び5行自の

数字にづいては、 r30mSy]で• • 
，
 
・

福島県における小児甲状腺被ぼくの一一・一ー

(案)
， 

・

、、
平成23年4.:月 冒

原子カ災害対策本部事務局

"ERC医療棋.' . 

. 3.13 2 6臥 .2.7日に、いわき市保傭所において実施され危小児甲状腺被ぽ

. くの鯛査結果において、正味健部大きかった1嶺(猟)の小児の甲状腺縛個線

.量を推定したとこ・る、 30mSv台の値が出記。

謀者初2渇とレていたが、そのうちの 1~について・は、個別のバyクグラウンド測定目

一 債を用いて縦レ'jI，'した結恥 3Q，必以下であゆ.北・ 、:

・，当館推定結呆を受け、原子カ安全香員会よりよ甲状腺モニターを用いた追跡

・鯛奪の必菓性につu、て問題提起がなされたものの、-

@ 甲状腺号エター除相当の重量物蜘2却益段であ見、その移動が困難であ
.・:る巴と:.:. 1 ¥ - r tヲ/-ι : 

. .-.弔状線?を亭ターを移動できるとしてもーそれによる精度の高い測定を行う

.適地(放射線のパックグラ!)ν下が価いl.缶、現地lζおいて見つけるこど

. が難しく、.当核海港iこ遠慮離の移動を強いることとなる可能性が高いミとQ'

，---.. ・ .とりょうえ2遺跡鯛査を行うとどが、本人家族及び地域社会に多大な不安を

J与えるおそれがあること。

~:り理由からミ迫跡調査は実施しないとととなづた。

‘しかレながち4上述の正味健l士、そもそも、原子均安全寮員会が示じたスク

11'-ニシグレベルである O..2ttSvよりも低¥0¥値であり、また、よ述の原状腺等

価族差の指定値(30皿sv.台H立、安定日9蕪剤を投与する水準(予測総量100mSv)
よPも低い値であるととから、追跡鯛査を実施しなくても問題はないと考えら

れるロ
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福島県における小児甲状腺被ばくの調査結果について(回答)

(-0ン{V
平成23年4月1日

原子力安全委員会

緊急技術助言組織

福島県における小児甲状腺被ぱくの調査結果について(案)に対して、以下の

修正をお願いします。

「しかしながら、・・.Jを以下に修正。

修正文

しかレながら、現在、 3月28日から 30日にかけて実施した川俣町、飯館村の

調査結果も含めた小児の甲状腺等価線量の評価を行っており、その評価結果を

待って、総合的に判断することが必要と考える。，
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数字については、 r30mSvJで

福島県における小児串状腺被ぱくの調査結果について

(案)

平成23年 4月 日

原子カ災害対策本部事務局

宮部握療経ー

s月26日、 27日に、いわき市保健所において実施された小児甲状腺被ぼ
くの調査結果において、 E味値が大きかった1名(※)の小児の甲状腺等価線

量を推定したところ、 8048v台の値が出た。

議 -当初2名としていたが、そのうちの1名については、個別のバックグヲウシド測定

* 債を用いて算定し置した結果、 8白nSv以下であった。

当該推定結果を受け、原子カ安全委員会より、甲状腺帯広ターを用いた追跡

調査の必要性について問題提起がなされたものの、

・甲状腺・モエターは相当の重量物(約伊他産)であり、その移動が困難であ
ること。 It

- 甲状腺モヱユタ}を移動できるとしても、それによる精度の寓い測定を行う

適地(走路サ線のパグクグラウンドが低い)を、現地において見つけるーこと

が難しくよ当館児童lζ遠距離の移動を強いることとなる可能性が高いこと。

戸 ・このような追跡調査を行うことが、本人家族及び地域社会に多大な不安を
与えるおそれがあること。

との理由から、追跡欄査は実施しないこととなった。

よりも低い値であると

れる。

くても問題はないと考えら
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福島県における小児甲状腺被ばくの調査結果について

" / ，案)
{ I ~olf~を

イ I仇仰l'(l{~\ ・M総与 平成23年4月1日'

原子力災害対策本部事務局

ERC-医療班

3 月 26S~ 27日に、いわき市保健所において実施された小児甲状腺被ば

くの調査結果において、正味値が大きかった l名(※)の小児の甲状腺等価線

「¥ 量を推定したところ、 30mSv台の値が出た。

/1"''-、

※ 当初2名としていたが、そのうちの 1名については、個別のバックグラウンド測定

値を用いて算定し直した結果、 30mSv以下であった。

当該推定結果を受け、原子力安全委員会より、甲状腺モニターを用いた追跡

調査の必要性について問題提起がなされたものの、

- 甲状腺モニターは相当の重量物(約 1トン)であり、その移動が困難であ

ること 0

・甲状腺モニターを移動できるとしても、それによる精度の高い測定を行う
適地(放射線のパックグラウンドが低し、)を、現地において見つけること

が難しく、当該児童に遠距離の移動を強いることとなる可能性が高いこと。

- このような追跡調査を行うことが、本人家族及び地域社会に多大な不安・

言われなき差別を与えるおそれがあること。

との理由から、追跡調査は実施しないこととなった。

しかしながら、甲状腺調査は3月24から 30日までの期間で都合5日行っ

たが、いずれも正味値は、そもそも、原子力安全委員会が示したスクリーニン

グレベルである 0.2μSvよりも低い値であり、また、上述の甲状腺等価線量の

推定値 (30mSv台)は、安定ヨウ素剤を投与する水準(予測線量 lUUmSv) よ

りも低い値であることから、追跡調査を実施しなくても問題はないと考えられ

る((独)放射線医学総合研究所の米倉理事長他の見解)。
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福島県における小児甲状腺被ぱくの飼査結果について.(第3報) (案) ユμ干7

調査方法

目時 :3月28日〈月)....，3月30日(水)

測定場所:川俣町公民館、飯舘村公民館{福島第一原子力発電所から 30km国

外) (図1)

屋内退避地域近傍で SPEr:DI.'(注)から小児甲状腺の被ぱく畳が高いと推測され

る地塙〈福島第一原子力発電所から北西部の川俣町、飯詰村)(図2)を選定し

た。

測定対象;小児 (O~ 1 5歳までの主丘皇室)

区分 SPEEDIにおける 20km圏肉の SPEEDIにおける 住所不明 計. 
100mSv予測圏内 住所 100mSv予測圏外

111倶町 273名 . 1名 356名 1名 631名|

飯館村 236名 4名 74名 1名 315名¥
~ ._-‘一一一一

(区分は記載された住所をもとにOFCにて推定)ー -
総測定数は955名であったが、年齢記載が不足確なものおよび年齢範囲外のもの-

(川俣町6名、飯館村3名)は上記表から除いた。

具体的方法:

シンチレーションサーベイメーターを用いた簡易的な甲状腺を中'Dとした線量
測定

原子力安全委員会からの助言方法に従い、パックグラウンドが0‘2pSv/h、以下の

場所で実施

測定結果

946名の被ぱく線量については、甲状腺における原子力安全養員会が示してい

るスクリーヱングレベルを超える者は認められない。

-者完.i..ニーさ.... 争品岨画自画血...Ll...C.ll.曲S"Ih A..，同噌~、
二二一一一一一一一... 一一一一一一一ー一一一二ニーームー一一二ムー一一一一一一一一... 一一一一一一....L-ιー;r，= 'htr7 '- +孟回

刻撒
t-f 

縫いま人 (注)上記で除外した者もスクリーニングレベルを超えるものは認められない。

注).sPEEDI(緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム)ロ原子力施設から大

量の放射性物質が放出されたり、あるいは、その恐れがあるという緊急時に、周辺環境

における放射性物質の大気中道度や被ぱく累積鍋量などを、測定情報、風向きなどの気

象情報、地形データ等をもとに迅速に試算・予測するシステム。
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図1.今回早状腺の線量測定を行った地点.
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福島県における小児甲状腺被ばくの調査結果の解析について

CE R C医療班宛依頼)

平成 23年4月 1日

原子力安全委員会

医療班

o 3月 28日--3D日に、川俣町公民館および飯館村公民館において、小児 946
名の甲状腺被ばく線量測定が実施されましたが、その調査結果の解析(甲状

腺等価線量評価を含む)を EOCを通して(独)放射線医学総合研究所に依

頼してくださるようお願いいたします。

O 解析結果は、放医研より EOCを通して ERCに返送し、 ERCは、原子
力安全委員会(医療班担当)までご報告をお願いしますL

以上
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平成 2.3年 4月 1日

原子力安全委員会

医療班

o 3 月 28 日 ~'30 日に、川俣町公民館および飯館村公民館において、小児 946

名の甲状腺被ばく線量測定が実施されましたが、その調査結果の解析(甲状

腺等価線量評価を含む)を ERC医療班において(独)放射線医学総合研究

所に依頼するようお願いいたします。

以上
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-福島県における小児甲状腺被!まくの調査結果について・(第3報)

- ・. . 

.・ ‘ー. ・ ‘
、平成。23年:4月 2日

f 原子力災害現地対策本部， ， 

. 
r--¥ 

ζのたび、 SPEEDIを活用して累積線量が多いと予測された屋阿退避地域周辺

における小児!と対する甲状腺の検査について午記のとおり追'加実施しましたのでお

¥ 知らせします。-¥
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・1、期:回 . 平成'23年3月28目、(月)-'3月30日〈水)，・¥
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福島県における小児甲状腺被Itくめ調査結果について(第3報)

1. ¥間査方法 ， . 

日時 ':3月28自主月，)'~3 Fl 30日，(水)

測定場所:川俣町公民館、・飯舘村役場(図n:

.屋内.翠避地域近傍で SPEEDI，(注)から小児甲状腺の被ぱ〈量が寓い・と推淵され

る地域(福島第一原子力発電所から北西部の川俣町、飯館村)・(閏?)を謹定し .

た。

測定対象;‘小児 (0・......16歳までの旦丘豆急)・.

区分 ， SPEEDJにおける 20km圏内の SPEEDIにおける 住所不明 計 ・

10伽lSV予規11圏内 住所 jOOmSv予測圏外
， . 

r 

川俣町 272名 3名 、355名'，' ， 1名 ，" 631名・

飯舘村 237名 4名 ， 73名 ¥， 1名 ，315名
， 

f区分l本記載された性所をもとどOFCばて推定)

2 ・

-総測定数は 9~5 ・名で.あったが、年齢記載が不正確なものおよび年齢範囲外のもの

(川俣町6名偽 J飯舘村3名)(字上記表から除いたq

.' . 具体的方法:

シンチレーショシサーベイメータ.ーを用いた簡易的な甲状腺を中心とした線量，

J測定 .

. 原手・力安全曇員会からの助言方法に従い、パ;~クゲラウン戸が Òi2μ~v/h 以下ぬ'.

ー.， ・・'・ . 、. ・， " 

場所で実施 :

一 白. 

" '-2. 測定結果 九 . ・ ・¥ 乙

， .・測定対象者全員 '(946名)の被!まく線量仁ついではJ甲状腺におIする原子力安

ぺ・;全委員会が示7しているスヴリーヱングレベルを超.える者lま認められない。.

(注)上記で除外した者 (9名)もスウリ一三ンゲレペルを超える者は認め-られない。 パ.・.
" 白ι • . 

ー・ ・ .・.・ ，

. ・・ . ‘ 
‘・‘

注 SP'EEDI(緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム).原子力施設から大田

。量の放射性物質が放出ざれたり、あるいは、その恐れがあるという緊急時に、周辺環境

， t:.おける放射性物質の大気中濃度や被lまく累積線量なEをお測定情報、・風向ぎなどの気

.象情報、地形データ等をもとに迅速に詰算，予iAIJする-システムー

・.

一 一 ・ 、.・・ ，' ‘. ・

. 
‘ -

a・0

" ' ・. ・ー
.・・ e
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原子力安全委員会への照会

うり
平成23年抑 3日

被災者支援チーム医療班

平成23'年 3月26日(土).......2 7日(日)にいわき市保健所において実婚

された小児甲状腺被ぱく開査結果については、「原子カ安全委員会が示している

スクリーニン.グレベノレを超える者は都められない。Jと発表しているところであ 。

る。しかし、放射性ヨウ棄の半減期(約8日)を考慮した場合、放射性物質を

吸入後、スク:!J-::-:-ニング検査までの時間が長時聞となるにつれて、同ーの測定 • 

結果であったと Lても、甲状腺の等価線量は高くなる。従って、スクY--:-二ν
グレベルについでは、単一の測定値ではなく、実施日毎に異なる値を設定しなJ

ければならず、今回のように単一の基箪を用いている場合には、実際には問題

となる被ぱくを受けた者が存在し、追加的鯛査を実施しなければならないので

!はないがとの指摘を受ける可能性がある。

本件について指摘を受けた場合、対外的に説明する際には、放射性ヨヲ棄の

半減期を考慮した土で等価線量を計算したとしても問題となる値を示した者は

いなかったことを説明する必要があり、「甲状腺調査は3月24日から 30日ま

での期間で都合5日行ったが、いずれも正味値は、原子力安全委員会が示した

スクリーエンダレベルであるo.2μSvJhrよりも低い値であり.、また、甲状腺 ~ 
等価線量の推定値 (.3'OmSv台)は、安定ヨウ素剤jを服用する水準(予測線量 .

-1 0 OmS~) よりも低い値であることから、追跡調査を実施じなく .とも問題は .

ないと考えられる。Jと回答することとしたいが問題ないかロ

8 ・

f.存C キr.t:~ム Jザ fÎ: "Jð

~，吃凶 m うç 1.-

句作手4千 w イ~!.

笠間〆治、え忌，，:~
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原子五安全霊会422f:ff:ui-

r、え

〆-、¥ ・

平成23年3月3日

被災者支援チーム医療斑

問、平成23年3月26日(土) ~2 7日(日)にいわき市保健所において実
紘さ札た.Lt児;甲状腺被-ほく-翻韮結果ー;乙三つい工は:.-C原手舟安全委員会が示↓どー
いるスク・リーニシグレベノレを超える者は認められない。j と発表しているとと

ろである。しかし、放射性ヨウ素の半減期(約8日)を考慮した場合、放射 ・

性物質を股入後、スクリ}ニング検査までの時間が長時間となるにつれて、

ー閑ーの測定結果であったとしても、甲状腺の等価線量は高くなる。従.って、

スクリーニシグレベルについては、単一の測定値ではなく、実施日!毎に異な

る値を設定しなければならず、今回のように単一の基準を用いている場合に

は、実際には問題となる被ぱくを受けた者が存在し、迫力日的調査を実施しな

ければなーらないのではないか。

答 甲状腺聞査は3月24日から 30日までの期間マ都合5目行ったが、いず

れも正味値は、 .原子力安全蚤員会が示したスクリ}ニングレベノレである O.

2μ~品r よりも低い値であり、また、 放射性ヨウ素の半減期を考慮した甲状

腺等価線量の推定値 (30mSv台)は、安定ヨウ素剤を服用する水準(予測 . 

線量lOOmSv) よりも低い値であることから、追跡調査を実施しなくとも

問題。はないと考えられる。

" 
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千代田区霞が関3-1-1

中央合同庁舎第4号館 (6階)

送信先

件名

ゐ仏 ~J) ~ラタぷ:ほ場
FAX送信票ー

内閣府原子力安全委員会事務局
fa; 
国

口至急! 口ご参考まで B ご確認ください口ご返信ください 口ご回覧ください
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被災者支援チーム医療班

|添付資料3.1 2/4ページ|

平成23年4月3日

原安委医療191

4月3日付け被災者支援チーム医療班からの原子力安産委員会への照会に対す
る回答は以下のとおり、修正願います。

法
Eヨ

3月26日から 30日まで、屋内退避地域近傍でSPEEDIから小児甲状腺の被ば

く量が高いと推定される地域である福島第一原子力発電所から南西部のいわき

ー市、北西部の川俣町、飯館村の小児O歳から 15歳までの 1080人について、シ

ンチレーションサーベイメーターを用いた簡易的な甲状腺を中心とした線量測

定を実施した。

その結果、 1080人については、甲状腺における原子力安全委員会が示したス

クリーニングレベルである 0.2μSv/hを超える線量は認められなかった。

この調査結果を踏まえると、直ちに追跡調査を実施する必要はないが、福島

第一原子力発電所の今後の状況を見つつ、最終的な追跡調査の実施の有無につ

いて判断することが望ましい。

「
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平成23年3月3・日

被災者支援チ~A医療護

開平成23年3Jl26，日(土) ~2 7日(日)にいわき市保健所において実
旗き礼士Lt!足取状腺被-はく-調韮結果ー;乙三コい工は:.-C原争完安全委.員会:主主示↓.::c】

いるスク・!J~ニシグレベノレを超える者は認められない。 J と発表しているとこ

ろである。しかし、放射性ヨウ素の半減期(約8日)を考慮した場合、放射 -

性物質を股入後、スクリーニング検査までの時聞が長時間となるにつれて、

ー同ーの測定結果であったとしても、甲状膿の等価線量は高くなる。従:って;、

スクリ}ニシグレベルについては、単一の測定値ではなく、実施日毎に異な J

る値を設定しなければならず、今回のように単一の基準を用いている場合に

は、実際には問題となる被ぱくを受けた者が存在し、迫力日的調査を実施しな

ければなちないのではないか。

答 甲状腺鯛査は3月24日から 30日までの期間マ都合5目行ったが、いず

れも正味値は、 .原子力安全蚕員会が示したスクリーニングレベノレである 0，， 

2μSy/hrよりも低い値であり、また、放射性ヨウ棄の半減期を考慮した甲状

腺等価線量の推定値 (30mSv台)は、安定ヨワ素剤を服用する水準(予測・

線量100 mSv).よりも低い伎であることから、追跡調査を実施しなくとも

問題はないと考えられる。
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原子力安全委員会への照会

うり
平成23年M月3fl
被災者支援チーム医療班

平成23'年3月26日(土).......2 7日(日)にいわき市保健所において実婚

された小児甲状腺被ばく嗣査結果については、「原子カ安全委員会が示している

スクリーニン.グレベノレを超える者は認められなし'oJ~発表しているところであ '

る。しかし、放射性ヨウ棄の半減期(約8日)を考慮した場合、放射性物質を

吸入後、スクリーニング検査までの時間が長時聞となるにつれて、関ーの測定

結果であったkしても、甲状腺の等価線量は高くなる。従って、スク))--:-ニン
グレベルについては、.単一の測定値ではなく、実施日毎に異なる値を設定しなJ

ければならず、今回のように単一の基箪を用いている場合には、実際には問題

となる被ぱくを受けた者が存在し、迫力日的鯛査を実施しなければならないので

はないがとの指摘を受ける可能性がある。

本件について指摘を受けた場合、対外的に説明する際には、放射性ヨワ棄の

半減期を考慮した土で等価線量を計算したとしても問題左なる値を示した者は

いなかったことを説明する必要があり、「甲状腺調査は3月24日から 30日ま

での期間で都合5日行ったが、いずれも正味値は、原子力安全委員会が示した

スクリーニンダレベルであるo.2μSvJhrよりも低ド値であり.、また、甲状腺 .・
等価線震の推定値 (.30mSv台)は、安定ヨワ素剤を服用する水車(予測線量 .

. 10 OmSv) よりも低い値であることから、追跡調査を実施じなくとも問題は.

ないと考えられる。j と回答することとしたいが問題ないかロ
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小児甲状腺被ぱくの毛ニタリングにおけるシンチレーションサーベイメータ

正味値0.2μSv/hと甲状腺等価線量100mSvとの関係

|サ叫

|甲状腺部残留量:4400 Bq 

|甲状腺等価線量:川2凶 V

l歳児の甲状腺ファントムを作成し、その甲状腺部にNa1

シンチレーションサーベイメータを密着させて、計測し

た結果、甲状腺部に1-131が4400sq存在していた時に、

その正味値(=実測値ーバックグランド値)が 0.2μSv/h

となる関係であることが分かりました。

呼吸によって体内に摂取した 1-131は、甲状腺に集積す

ると共に、その半減期(約 8日)に応じて少しずつ減っ

ていきます。したがって、摂取した時期と測定した時期

との関係が線量評価をする上で重要です。

例えば、測定日が 3月 24日で、あった場合、地震発生の

翌日である 3月 12日から測定前日の 23日までの 12日

間の問、絶えず吸入し続けていたと考えます。最初の日

に吸い込んだ1-131は測定日には1/3程度に減衰してい

ますが、測定前日に吸い込んだ{-131はほぼ全量が甲状

腺部に残留していることになります。

それぞれの摂取量から減衰による減少分を差し引いた

分が甲状腺部残留量となります。

この甲状腺部残留しているト131が甲状腺に与える線量

を将来の被ばく分まで含めて全て合算したものが等価

線量となります (1-131は蒸気と仮定して評価)。

例えば、 12日間 1-131を摂取し続けた l歳児の甲状腺

部に 4400Bq存在していたとすると、その時の等価線量

は1x102mSvとなります。

これが、現場で実測された 0.2μSv/hと甲状腺等価線量

100mSvとの関係です。

この関係は、測定日や対象者の年齢によっても変化する

ので、実際の線量評価では、これらも考慮して評価して

います。


